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デアロイング現象を利用することで相分離するFe-Mg異種金属間の接合を達成する。
本研究は接合界面にFeとMgがナノスケールで強固に絡み合った共連続微細複合組
織を作製し，これまで発展途上であったFe-Mg接合研究の新たなブレークスルーと
なることを目標とする。綱手強度改善の糸口を見つけるために，デアロイング現象
によって接合界面に形成したFe-Ni-Mg系反応層のTEM試料をFIB装置で作製し，ナ
ノスケール組織のTEM観察を行う。本課題ではFIB装置による試料作製を実施
し，TEM観察は他施設装置で行った。

実験
Experimental

供試材に純Fe, 純MgおよびFe-Ni合金を用意し，まず純FeとFe-Ni合金を拡散接合す
る。その後純Feロッド先端のFe-Ni合金と純Mgを突合せてホットプレスを行
い，Fe-Ni合金中間層を介してデアロイング現象を利用したFe-Mg接合継手を作製
した。その後引張試験を行い，強度についての組織学的な分析はFe-Ni中間層およ
びMg界面に形成した反応層の薄片試料をFIB装置で作製し，その後TEM分析を行っ
た。

結果と考察
Results and Discussion

FIB装置によるFe-Ni中間層およびMg界面に形成した反応層を含む薄片試料は，試
料表面をカーボン成膜で保護したのち，母材から1つの試料として採取した。各層
のエッチング速度に合わせて電圧，電流，Gaイオンビーム照射角度などの加工条件
を制御することで高分解能観察が可能な厚み100 nm以下の薄片試料を作製するこ
とができた。TEM分析の結果，Fe-NiとMg接合界面には脆弱な金属間化合物が形成
していることが確認された。Fe-Mg接合部における強度はこの金属間化合物の析出
量に影響を受けており，高い強度を得るためには，如何にして接合界面に形成する
脆弱な金属間化合物を抑制するかが重要であるという考察に至った。
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